
　

お
盆
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
で
コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
も

三
年
目
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
関
連
の
ニ
ュ
ー
ス
も
聞
き
慣
れ
た
日
々

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
収
束
へ
の
微
か
な
希
望
が
見
え
て
き
た

矢
先
に
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
が
起
こ
り
、

世
界
中
に
更
な
る
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。
社
会
情
勢
の
不
安
定
な

影
響
を
受
け
、
物
価
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
騰
な
ど
、
新
た
な
問
題

に
誰
も
が
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
何
も
出
来
な
い
無
力
感
や
未
来
に
対
す
る

焦
燥
感
。
そ
し
て
戦
争
や
自
然
災
害
の
情
報
が
長
期
間
に
渡
っ
た

結
果
、
相
手
の
心
情
に
寄
り
添
う
も
「
共
感
疲
労
」
を
起
こ
し
、

私
た
ち
の
心
身
は
間
違
い
な
く
疲
弊
し
て
い
ま
す
。
心
に
余
裕
が

無
く
な
り
、
普
段
は
も
っ
と
他
人
の
事
を
思
い
や
れ
る
人
で
も
、

自
分
の
事
ば
か
り
を
考
え
て
し
ま
う
、
そ
ん
な
経
験
は
誰
し
も
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

禅
の
教
え
に
「
却
下
照
顧
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
先
行

き
が
見
え
な
い
不
安
に
駆
ら
れ
る
と
、
つ
い
先
の
事
だ
け
を
考
え

て
今
現
在
が
疎
か
に
な
っ
て
し
ま
う
。
け
れ
ど
そ
の
様
な
時
こ
そ
、

今
の
自
分
自
身
、
足
下
を
落
ち
着
い
て
見
返
す
べ
き
だ
と
。
そ
こ

か
ら
見
落
と
し
て
い
た
大
切
な
存
在
、
自
分
の
周
り
に
あ
る
幸
せ

に
気
付
け
る
事
も
あ
る
は
ず
で
す
。
今
出
来
る
事
を
一
つ
ず
つ
、

一
日
一
日
を
大
切
に
生
き
る
、
そ
れ
が
明
る
い
未
来
へ
の
一
歩
に

な
る
と
願
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合　

掌

　

令
和
三
年
七
月
二
十
四
日
、
二
世
寺
族　

米
田
幸
子
（
行
年
百

才
）
が
逝
去
致
し
ま
し
た
。
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
下
で
、
皆
様

に
は
本
堂
前
の
焼
香
の
ご
案
内
と
な
り
ま
し
た
が
、
ご
焼
香
賜
り

改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
初
代
住
職
二
雄
和
尚
の
長
女
と
し

て
生
ま
れ
、
二
世
玉
秀
和
尚
の
寺
族
と
し
て
歩
ん
だ
約
一
世
紀
、

こ
の
大
雄
寺
の
護
持
に
全
て
を
懸
け
た
生
涯
で
し
た
。
そ
の
思
い

を
受
け
継
ぎ
精
進
し
て
い
く
事
が
、
一
番
の
報
恩
供
養
と
し
て
励

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈１〉

８月16日
■  盂蘭盆施食会
　　新亡施食会 午前11時より
　　一般施食会

９月23日（秋分の日）
■  秋 彼 岸 会 午後１時より

10月17日
■  二世寺族一周忌 午前11時より
■  成 道 会

１月17日
■  大般若祈祷会 午前11時より

３月21日（春分の日）
■  春 彼 岸 会 午後１時より

―――――――――――――

―――――――

―――――――――――――

―――――――――――――

―――――――

大雄寺行事予定
令和４年度

き
ゃ
っ
か
し
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う
こ
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４月15日　経済の伝書鳩掲載

住

職

挨

拶

お
寺
の
動
き

二
世
寺
族
　
米
田
幸
子
葬
儀

　
　
諦
観
院
玉
室
妙
幸
禅
尼

寄　
　

贈

◇
四
世
住
職
肖
像
画

堀
　
　
　
貞
　
夫
（
旭
公
園
）

第13号

発  行
真龍山大雄寺

令和４年盛夏

北見市留辺蘂町宮下町 109

ＴＥＬ　０１５７―４２―２４１８

ＦＡＸ　０１５７―４２―２７４８

令和４年７月１日 第13号



　

グ
リ
ー
フ
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
？
「
喪
失
に
伴
う
悲
嘆

と
反
応
」
と
い
う
意
味
で
、
様
々
な

悲
し
み
を
抱
え
た
人
に
寄
り
添
う
事
を
目
的
と
し
た
ケ
ア
で
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。
私
も
今
年
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
等
で
勉
強

し
て
い
ま
す
、
い
つ
か
皆
さ
ん
に
還
元
出
来
る
よ
う
に
。　

住　

職　

令
和
四
年
度
役
員
・
世
話
人

住　

職　

米
田
憲
人

総　

代　

戸
田
健
司
（
大
冨
）

世
話
人　

佐
々
木
勝
太
郎（
豊
金
）

仝　
　
　

木
幡
和
清
（
旭
中
央
）

仝　
　
　

吉
村
義
正
（
北
見
市
）

仝　
　
　

井
上
勝
昭
（
旭
三
区
）

世
話
人　

佐
川
和
則
（
旭
南
）

仝　
　
　

渋
谷
恒
壱
（
秋
田
）

仝　
　
　

工
藤
良
二
（
宮
下
）

仝（
監
査
）荒
木
正
憲
（
旭
一
区
）

仝（
監
査
）尾
関
昭
夫
（
北
見
市
）

編
集
後
記

　

明
治
後
期
、
愛
媛
県
か
ら
渡
っ
て
き
た
篤
次
・
イ
ク
の
次
男
と

し
て
、
大
正
十
年
に
留
辺
蘂
で
父
・
義
雄
は
生
ま
れ
ま
し
た
。
家

業
は
雑
貨
店
を
営
み
、
留
辺
蘂
・
秋
田
・
仁
頃
の
農
家
か
ら
薄
荷

を
買
い
入
れ
て
い
ま
し
た
。
野
付
牛
中
学
（
現
・
北
斗
高
校
）
卒

業
後
は
経
木
組
合
に
勤
務
、
出
兵
中
に
ア
ッ
ツ
島
玉
砕
、
樺
太
で

の
捕
虜
生
活
な
ど
命
の
危
険
と
常
に
隣
合
わ
せ
で
し
た
。

　

昭
和
二
十
三
年
に
復
員
し
た
時
、両
親
は
既
に
他
界
し
て
お
り
、

兄
の
又
一
は
鴻
上
商
店
を
閉
じ
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
企
業

を
起
こ
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

父
は
そ
の
一
つ
の
木
工
加
工
会
社
で
あ
る
北
海
道
桶
樽
材
工
業

に
入
り
、
昭
和
四
十
八
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
年
に
北
海
道
木

工
に
社
名
を
変
え
、
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
会
社
経
営
を
行
う

一
方
、
多
く
の
地
域
社
会
活
動
を
楽
し
み
、
平
成
二
十
九
年
、
そ

の
九
十
七
年
間
の
感
謝
の
人
生
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

私
は
三
十
七
年
前
に
妻
と
当
時
一
歳
の
長
男
を
連
れ
、
家
業
を

継
ぐ
べ
く
東
京
か
ら
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
薪
風
呂
、
薪
ス
ト
ー
ブ

の
借
家
生
活
は
妻
に
と
っ
て
初
体
験
で
し
た
が
、
よ
く
耐
え
て
支

え
て
く
れ
て
感
謝
あ
る
の
み
で
す
。

　

経
営
者
と
し
て
の
父
の
心
情
は
、
決
し
て
周
り
に
迷
惑
を
掛
け

な
い
と
い
う
事
で
し
た
。
昨
年
、
七
十
四
間
継
続
し
た
会
社
を
閉

じ
た
際
に
は
、
父
の
思
い
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
果
た
す
事

が
出
来
た
も
の
と
安
堵
と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

ご
住
職
か
ら
生
前
、
授
与
さ
れ
た
「
大
鴻
院
顕
楞
義
堂
居
士
」

と
い
う
戒
名
は
、
先
祖
か
ら
の
思
い
を
守
り
抜
き
、
次
世
代
に
受

け
継
が
れ
て
ゆ
く
為
の
厳
か
な
人
生
を
歩
ん
で
き
た
と
い
う
意
味

で
す
。ま
た
子
供
の
頃
か
ら
字
を
書
く
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
父
は
、

書
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。
中
で
も
晩
年
、
故
・
鑓
水
さ
ん
か
ら

頼
ま
れ
た
看
板
の
字
（
石
北
峠
、
水
芭
蕉
大
群
落
地
・
焼
肉
ぎ
ゅ

う
し
ゃ
）
を
見
る
度
に
父
の
姿
を
想
い
出
さ
れ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合　
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「

父

の

思

い

を

」鴻
　
上
　
一
　
樹

（
旭
中
央
）

～ 

心
の
た
す
き 

～

作品名　風化する記憶’21

寄　
　

贈

◇
オ
ブ
ジ
ェ「
風
化
す
る
記
憶
’21
」

髙
　
田
　
由
美
子
（
北
見
市
）

◇
釈
迦
三
尊
仏
掛
軸

　
　
為
　慈
屋
文
昌
信
女
霊
位
　菩
提

岩
　
田
　
良
　
夫
（
上
　
町
）
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